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第 １１ 号 

熊本県伝統工芸館条例の一部を改正する条例の制定について 

熊本県伝統工芸館条例の一部を改正する条例を次のように制定することとする。 

  令和７年９月１６日提出 

                          熊本県知事 木 村 敬 

   熊本県伝統工芸館条例の一部を改正する条例 

熊本県伝統工芸館条例（昭和５７年熊本県条例第３０号）の一部を次のように改正する。 

 第６条中「平常的に」を削る。 

別表第１を次のように改める。 

別表第１（第６条、第１４条関係） 

区分 金額  

伝統工芸館が所蔵し、又

は寄託を受けた伝統的工

芸品等の展示 

個人 一般人 1人 1 回につき ２３０円 

大学生 1人１回につき １４０円 

団体（２０人以

上） 

一般人 1人 1 回につき １５０円 

大学生 1人１回につき １１０円 

上記以外の展示 知事がその都度定める額 

 備考 

  １ 「一般人」とは、満１５歳以上の者であって、大学生並びに中学校及び高等学校

の生徒並びにこれらに準ずる者以外のものをいう。 

  ２ 「大学生」とは、大学の学生及びこれに準ずる者をいう。 

別表第２の表中備考以外の部分を次のように改める。 

別表第２（第７条、第１０条、第１４条関係） 

区分 金額 

展示室１ 午前９時から午後５時まで ７，５００円 

展示室２ 午前９時から午後５時まで ７，５００円 

展示室３ 午前９時から午後５時まで ５，６７０円 

展示室４ 午前９時から午後５時まで ５，６７０円 

展示室５ 午前９時から午後５時まで ６，９３０円 

展示室６ 午前９時から午後５時まで ５，９９０円 

地下会議室 午前９時から正午まで ４，０５０円 

午後１時から午後５時まで ５，４００円 

午前９時から午後５時まで ９，４５０円 

和室 午前９時から午後５時まで ４，８２０円 
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工房 午前９時から正午まで ３，４２０円 

午後１時から午後５時まで ４，５６０円 

午前９時から午後５時まで ７，９８０円 

展示室１及び展示

室２を一体的に使

用する場合 

午前９時から午後５時まで １７，２５０円 

附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、公布の日から起算して６月を超えない範囲内において規則で定める日か

ら施行する。ただし、次項から附則第５項までの規定は、公布の日から起算して３月を

超えない範囲内において規則で定める日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 改正後の熊本県伝統工芸館条例（以下「条例」という。）第７条第１項の許可を受け

ようとする者は、この条例の施行の日（以下「施行日」という。）前においても、改正

後の条例の許可の申請に関する規定の例により、その許可の申請をすることができる。 

３ 前項の規定により許可の申請があった場合の改正後の条例第７条第１項（改正後の条

例第１２条第３項において読み替えて適用される場合を含む。以下同じ。）の許可につ

いては、施行日前においても、改正後の条例の許可に関する規定の例により、許可をす

ることができる。この場合において、当該許可は、施行日において改正後の条例第７条

第１項の規定により受けた許可とみなす。 

４ 前項の許可に係る改正後の条例第１０条第１項の使用料については、施行日前におい

ても、改正後の条例の使用料に関する規定の例により、改正後の条例別表第２の区分の

欄に掲げる施設及び使用の時間に応じ、同表の金額の欄に定める額を徴収することがで

きる。 

５ 前項の規定にかかわらず、条例第１２条第１項の規定により熊本県伝統工芸館の管理

を指定管理者に行わせる場合には、施行日前であっても、改正後の条例の熊本県伝統工

芸館の施設及び設備の利用に係る料金（以下「利用料金」という。）に関する規定の例

により、知事は、当該指定管理者に、改正後の条例第１４条第１項の利用料金を収受さ

せることができ、当該指定管理者は、同条第３項の利用料金の減免又は還付をすること

ができる。 

 （提案理由） 

熊本県伝統工芸館の大規模改修に伴う展示室の新設及び施設使用料の算定に係る経費単

価の見直し等に伴い、観覧料及び使用料の額を改定する等の必要がある。 

これが、この条例案を提出する理由である。 


